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ニカラグアのコーヒー栽培は、約２００年前に遡ります。18 世紀末にカトリック宣教師

によって伝えられたといわれています。ニカラグアのコーヒーは山岳地帯で、シェイドツ

リーを使った栽培が行われています。生産量は近年では、１００万袋を超えコーヒーの重

要な生産国となっています。 

 

今回のロットは、ヒノテガ地区の単一農園のロットです。 

この農園は、労働者・環境に配慮しており、農園内を 30区画に分けて管理をしています。

常勤労働者は 70名で、収穫期には季節労働者を最大 600名雇い入れます。季節労働者に対

しても完熟果実のみ収穫するよう教育を行い、原料段階での高品質化を実現しています。

収穫されたコーヒーは、午後には水洗処理が開始されます。水洗処理で利用された水は濾

過され、酸化処理池へ運ばれるため、環境汚染を起こしません。 

農園には多様なシェイドツリーが植えられ、コーヒー樹の約７７％を覆っています。原

生林・動物・資源の保全も行われています。ウエットパーチメントはマタガルパの「ドラ

イ・ミル」に運ばれ、乾燥・保管・精選が行われます。 

 


